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《叢書・ウニベルシタス1047》
インティマシー
あるいは
インテグリティー
―哲学と文化的差異
トマス・カスリス：著
衣笠正晃：訳，高田康成：解説
定価（本体3,400円+税）　 
ISBN978-4-588-01047-7

トマス・カスリス
イェール大学で博士号（Ph.D）を
取得。博士論文は後に『禅の行
為／禅の人格』（Zen Action/ Zen 
Person, University of Hawai‘i 
Press, 1981）として刊行される。
オハイオ州立大学の比較文化学
教授として長く宗教学，哲学，
東アジア学を講じ，2015年に退
職。現在は特別名誉教授。邦訳
された著書に『神道』（衣笠正晃
訳，守屋友江監訳，ちくま学芸文
庫，2014年）などがある。2011
年に共編著『日本哲学原典翻訳
資料集』（Japanese Philosophy: 
A Sourcebook, eds. James W. 
Heisig, Thomas P. Kasulis & 
John C. Maraldo）を刊行，現在
『日本哲学史』（仮題）を執筆中。
　

法政大学国際文化学部オープンセミナー

《インティマシー》と
《インテグリティー》
異文化理解のキーワード
［講師］オハイオ州立大学，特別名誉教授

トマス・カスリス氏
入場無料／事前登録不要
使用言語：英語・日本語

2016年11月10日［木］
18：30 ― 20：00
法政大学市ヶ谷キャンパスボアソナードタワー3階
マルチメディアスタジオ

Intimacy and
Integrity:
Keys to Cross-cultural Understanding
カスリス氏の代表的著作である『インティマシーあるいはインテグリ
ティー』（衣笠正晃：訳、高田康成：解説）が，本年7月法政大学出版局
より〈叢書・ウニベルシタス〉の1冊として刊行されました。
比較思想・比較哲学の視点から，（異）文化理解の鍵となる二つの文化
的指向性についてお話しいただきます。
衣笠正晃
（法政大学 国際文化学部 教授）

This lecture will be based on Professor Kasulis’ acclaimed work, 
Intimacy or Integrity: Philosophy and Cultural Difference (2002)，
the Japanese translation of which has recently been published by 
Hosei University Press.

Masaaki Kinugasa
(Professor, Faculty of Intercultural Communication, Hosei University)

主催：法政大学 国際文化学部／協賛：一般財団法人 法政大学出版局


